
（調査委員）
委員⾧ 佐藤 雅洋 委員 後藤 哲朗 委員 今村 光雄
副委員⾧ 齊藤 了介 委員 武田 浩一 委員 松本 哲也

委員 山内 いっとく

※予定時刻は、交通事情、視察の進行状況等により多少前後することがあります。

県議会

５

月

２０

日

(火)

ホテル

県議会 川南町泊

５

月

２１

日

(水)

災害支援物資拠点施設
当該施設は大規模災害に備え、県の備蓄物資を集約保管できる備蓄機能、国からの大量の支援物資に対応できる広域物資輸

送拠点機能を併せ持っている。国道や高速道路など緊急輸送道路への交通アクセスが良く、敷地内にヘリポートがあるた

め、ヘリによる空輸も可能な施設となっている。

調査先 調査先の概要

日向市役所
日向市では、令和4年2月に策定したDX推進計画に基づき、自治体業務のDX化を推進しており、令和5年2月にソフトバンク

と「日向市DX推進計画」の推進に向けた包括連携協定を締結している。

生成ＡＩの活用により、行政運営の効率化や市民サービスの向上を目指している。

アスリートタウン延岡アリーナ
令和9年に本県で開催する国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会に向け、旧延岡市民体育館敷地に、体育館（メイン

アリーナ・サブアリーナ）の整備を行っている。

木城町中之又地区

中之又地区（令和６年４月１日時点で26世帯33人、かつ人口の約8割が65歳以上の高齢者）は、集落の消滅を防ぐために、

令和６年度から①地域で稼ぐ仕組みづくり、②民俗、文化、伝統芸能の継承、③有機農産物の振興の３つを軸とした持続可

能な仕組みづくりの構築に取り組んでいる。

事業は（一財）ふるさと財団の「地域再生マネージャー事業」を活用して実施しており、初年度（令和６年度）は以下の取

組を実施している。

 ・中之又地区の農産物の現状分析、空き家調査

 ・「おためし地域おこし協力隊」を募集し、中之又地区の地域資源を生かした体験メニュー（こんにゃく作り、

  林業体験、神楽見学）を提供

 ・首都圏の飲食店で有機野菜を使った木城町グルメフェアを実施

現在、地域商社設立や廃校を利活用した地域活性化策を検討中。

HOSTEL LEASH
ゲストハウス「HOSTEL LEASH」は、川南町地域おこし協力隊の笹川史哉氏（令和３年に川南町へ移住し、「移住コー

ディネーター」として活動中）が、「ひとと地域の拠点になる」をテーマに令和７年１月にオープンさせた施設である。

「川南の食」を味わいながら「川南のひと」と交流できる立ち飲み屋も併設している。

令和７年度 総務政策常任委員会 県北調査

令和７年５月２０日（火）～２１日（水）

月日 出発地 行                          程 到着地

【総合政策部】

日向市役所
（自治体生成ＡＩ「日向市

モデル」の取組について）

日向市本町10-5

【総合政策部】

木城町中之又地区
（「地域再生マネージャー事

業」を活用した地域活性化

策・地区再生事業について）

木城町中之又地区

＜昼食＞

11:50～12:40 13:00～13:40

11:20～12:1510:10～11:10

10:00～11:30

12:30～13:30

【総務部】

災害支援物資拠点施設
（災害支援物資拠点施設建物本体の

供用開始について）

児湯郡高鍋町持田5733

【宮崎国スポ・障スポ局】

【総務部】

アスリートタウン

延岡アリーナ
（国スポ・障スポに向けての

整備状況について）

延岡市大貫町１丁目2894

＜昼食＞

15:00～16:00

【総合政策部】

HOSTEL LEASH
（川南町で挑戦を続ける地域お

こし協力隊について、「ひとと

地域の接点になる」をテーマに

したゲストハウス）

川南町大字川南13673-19



   ＜昼食＞

（調査委員）
委員⾧ 佐藤 雅洋 委員 後藤 哲朗 委員 今村 光雄
副委員⾧ 齊藤 了介 委員 武田 浩一 委員 松本 哲也
委員 外山 衛 委員 山内 いっとく

※予定時刻は、交通事情、視察の進行状況等により多少前後することがあります。

株式会社SUNAO製薬
株式会社SUNAO製薬は、地域資源の『もったいない』に付加価値をつけた、サプリメント等の製造・販売を行っている企

業である。

人材育成に力を入れており、県の「ひなたMBA」講座での学びを社内に還元する取組にも取り組んでいる。

調査先の概要

まちづくり協議会「チーム本城」

地域住民による互助の仕組みを形成し、協力・役割分担をしながら、住み慣れた本城地区で暮らし続けるまちづくりを行う

ことを目的として、令和３年4月１日設立。現在、互助輸送（※１）、高齢者の見守り支援、「本城イルミナイト」などの

地域振興に取り組んでいる。

※１ 令和３年に「中山間地域移動手段確保支援事業」のモデル地区として選定。令和４年より取組開始。

①移住促進住宅「十色」

②日南市創客創人センター

移住促進住宅「十色」は、日南の実際の暮らしを体験できる施設である。キッチンやテレビ等の家具が一通り整備されてお

り、最大１０日滞在可能となっている。

日南市創客創人センターは、地域に精通した移住相談窓口として、住まいや仕事、子育て環境、移住支援などの紹介やサ

ポートを実施している。

四位農園
令和4年に県の産業デジタル実装支援事業費補助金を活用して、積み付けロボットと在庫管理システムの連携、連携データ

を元にした製品管理票の自動印刷を実現している。また、自社のDX推進の取組を進めている。

調査先

５

月

２８

日

(水)

令和７年度 総務政策常任委員会 県南調査

令和７年５月２７日（火）～２８日（水）

月日 出発地 行                          程 到着地

県議会

５

月

２７

日

(火)

日南市泊県議会

ホテル

＜昼食＞

【総合政策部】

まちづくり協議会

「チーム本城」ちづ
（「中山間地域移動手段確保支援

事業」、高齢者の見守り支援の地

域などの地域振興について）

串間市大字本城987

【総合政策部】

(株)SUNAO製薬
（県内企業における人材育成の取組に

ついて）

宮崎市川原町６－２１

13:00～14:00

13:50～14:5012:15～13:0010:45～11:45

11:40～12:40

【総合政策部】

移住促進住宅・日南市

創客創人センター
（日南市における移住促進の取組

について）

①日南市南郷町西町１８７

②日南市岩崎３丁目４－１－１２

15:00～16:00

【総合政策部】

四位農園 高原工場
（県内企業におけるDXに向けた取組に

ついて）

高原町広原4881-17

宮崎フリーウェイ工業団地内



（調査委員）
委 員 ⾧ 重松幸次郎 委 員 山下  寿 委 員 図師 博規
副委員⾧ 黒岩 保雄 委 員 渡辺 正剛
委  員 濵砂  守 委 員 日髙 陽一

※予定時刻は、交通事情、視察の進行状況等により多少前後することがあります。

５

月

２０

日

(火)

県議会
延岡市泊

令和7年度 厚生常任委員会 県北調査

令和７年５月２０日（火）～２１日（水）

月日 出発地 行                          程 到着地

むかばき青少年自然の家
平成18年度から学校法人宮崎総合学院が指定管理者として施設を管理している。

地域の生徒児童の体験活動や社会教育の拠点となっており、令和６年度に外壁の全面改修等を実施している。

医療法人社団育成会井上病院

医療法人社団育成会井上病院では、延岡市から業務委託を受けて令和２年４月より、産後ケア事業のうち「宿泊型」及び

「デイサービス型」を実施している。

令和４年度には、市町村母子保健主管課、市町村子育て支援主管課等向け研修会において、好事例として当院における取組

が紹介されている。

調査先 調査先の概要

県立宮崎病院
県立宮崎病院では、令和７年３月に高度な放射線治療機器ＩＭＲＴを設置している。

現在、今夏のグランドオープンに向けて駐車場等の外構工事を実施している。

ベルエポックカフェ
令和４年に開店し、令和５年度に、野菜摂取量増加を推進する「宮崎県ベジ活応援店」に登録されている。

令和６年８月に、健康づくりに役立つ栄養バランスのとれた食事「スマートミール」を健康的な空間で提供しているとし

て、県内の外食業者として初めて「健康的な食事・食環境」認定を受けている。

都農食肉衛生検査所・

株式会社ミヤチク都農工場

都農食肉衛生検査所は（株）ミヤチク都農工場、（株）ＳＥミート宮崎、大規模食鳥処理場の３施設等を所管している。

検査所の老朽化や輸出量増加に繋がる機能向上のため、（株）ミヤチク都農工場敷地内で建替予定（R７年10月着工、R８

年10月竣工予定）。

ミヤチク都農工場は平成３１年３月に新工場を竣工。EU、米国、香港等９の国と地域の輸出認定を取得し、令和５年度は

492.1トンの牛肉を輸出している。

５

月

２１

日

(水)

ホテル
県議会

【福祉保健部】

むかばき青少年自然の家
（青少年教育施設）

会場：延岡市行縢町760-3

＜昼食＞

【福祉保健部】

医療法人社団育成会井上病院
（産後ケア事業）

会場：日向市財光寺1131-24

12:05～12:4510:20～11:35 13:00～13:50

13:50～15:20

【福祉保健部】

ベルエポックカフェ
（宮崎県ベジ活応援店）

会場：宮崎市北高松町5-30

【病院局】

県立宮崎病院
（放射線治療機器IMRT）

会場：宮崎市北高松町5-30
＜昼食＞

12:10～12:509:50～10:50 11:00～12:00

【福祉保健部】

都農食肉衛生検査所・

株式会社ミヤチク都農工場
（運営及び取組状況）

会場：都農町大字川北15530



（調査委員）
委 員 ⾧ 重松幸次郎 委 員 山下  寿 委 員 図師 博規
副委員⾧ 黒岩 保雄 委 員 渡辺 正剛
委  員 濵砂  守 委 員 日髙 陽一

※予定時刻は、交通事情、視察の進行状況等により多少前後することがあります。

令和7年度 厚生常任委員会 県南調査

令和７年５月２７日（火）～２８日（水）

月日 出発地 行                          程 到着地

５

月

２７

日

(火)

日南市泊
県議会

ホテル
県議会

モジラ・テラス

平成３０年度に社会福祉法人スマイリング・パークが宮崎県の指定を受けて障害福祉サービス（就労移行支援、自立訓練

（生活訓練）等）を開始。

障がい者が自立した日常生活・社会生活を営むことができるよう、生活能力の維持・向上のための必要な支援・訓練等の

サービスを提供している。

サービスを通じた民間企業への就職数も多く、その定着についてもしっかりと支援している。また、民間企業からの事業所

見学も多く受け入れるなど、地域との連携も図られている。

株式会社ソートフル
都城市にあるイオン都城ショッピングセンター内でデイサービスと介護予防、買い物支援を組み合わせた取組を一体的に実

施している。

学校法人吾田学園あがた幼稚園

昭和44年に学校法人吾田学園が吾田幼稚園を開園し、平成27年から幼保連携型認定こども園として、幅広い子育て支援に

取り組んでいる。(利用定員は280名)

特色ある施設環境の整備に加え、おむつのサブスク、病児保育、放課後児童クラブ、子育てサロン、ICT活用による業務効

率化等を実施している。

令和6年度からは、新たに児童発達支援事業所を敷地内に開設している。

日南市子育て支援センターことこと
平成２９年度に日南市が建設。

子育て中の親子の交流の場として相談受付や講座開催のほか、乳幼児の一時預かりも行っている。

飫肥杉がふんだんに使われた施設は林野庁の「ウッドデザイン賞」も受賞している。

県立日南病院
令和６年１２月に病床の削減を伴う病棟再編を実施。

少子高齢化が進行している日南串間医療圏において、地域包括ケア病棟を運用している。

調査先 調査先の概要

５

月

２８

日

(水)

【福祉保健部】

モジラ・テラス
（障がい支援サービス）

会場：都城市早鈴町10−10街区32号

＜昼食＞

【福祉保健部】

株式会社ソートフル
（デイサービス・介護予防と買物支援

サービス）

会場：都城市早鈴町1990

12:10～13:0011:00～12:00 13:10～14:10

14:40～15:40

【病院局】

県立日南病院
（病棟再編、地域包括ケア病棟）

会場：日南市木山1-9-5

【福祉保健部】

学校法人吾田学園

あがた幼稚園
（幼保連携型認定こども園）

会場：日南市吾田西3-9-28

＜昼食＞

12:20～13:2011:00～12:00 13:30～14:30

【福祉保健部】

日南市子育て支援

センターことこと
（子育て支援）

会場：日南市岩崎3-4-1



令和７年５月２０日（火）～５月２１日（水）

１０：４０～１１：５５ １３：１０～１３：４０ １４：１０～１５：１０

日向市日知屋１７３７１−２ 延岡市北一ケ岡３丁目１３−７ 延岡市大武町３９−１７

（細島港湾福祉センター）

１０：４０～１２：００ １３：００～１４：００ １４：４０～１５：１０

西都市大字右松３６２−１ 西都市大字三宅４９４１番地１ 宮崎市佐土原町大字下田島（右岸）

(調査委員)

委員長　　　内田　理佐 委員　　　　　福田　新一

副委員長　　山口　俊樹 委員　　　　　坂本　康郎

委員　　　　丸山　裕次郎 委員　　　　　岩切　達哉

委員　　　　日高　博之 委員　　　　　脇谷　のりこ

※予定時刻は、交通事情、調査の進行状況等により前後することがあります。

令和７年度　商工建設常任委員会　県北調査

月日 出発地 行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　程 到着地

５

月

20

日

(火)

延岡市泊
県議会

５

月

21

日

(水)

県議会

ホテル

調査先 調査先の概要

細島港

細島港は、中国木材の工場増設やRORO船の大型化など、立地する企業が活発に活動しており、県北地域における物流拠点として経済活動を下支えす

る重要な役割を担っている。

令和５年度末に、林産品の輸出増大に対応するため、令和元年度から整備を進めてきた1６号岸壁（水深10m）が完成している。

また、令和３年３月に港湾計画を一部変更し、新たなRORO船用岸壁を位置づけ、令和４年度から国が１９号岸壁（水深9m）の整備を行っている。

・１６号岸壁整備（R1～R5）

・１６号岸壁背後ふ頭用地整備（R4～R5繰）

・１９号岸壁整備（R4～）

県営一ヶ岡団地

県営一ヶ岡団地は、令和７年度から再整備事業に着手することとしている。

１棟目は、従来どおり県が設計、施工を行うが、２棟目以降は、ＰＦＩ手法を導入し、民間事業者が設計、施工、入居者移転支援等を行うこととして

いる。

二級河川　一ツ瀬川水系　一ツ瀬川
一ツ瀬川では、堤防の漏水、津波、高潮への対策等、治水安全度の向上を図ることを目的に、堤防補強工事（堤防腹付け、嵩上げ及び護岸工）を実施

している。

株式会社 昭和

株式会社　昭和は、昭和21年に創業した機械加工・精密板金・溶接・塗装・医療福祉機器の開発を手掛ける金属製品製造会社である。

社内一貫製作を行っており、高い技術力と最新機器で多品種・短納期化に対応するなど、顧客の信頼も高い企業である。

「令和６年度　ものづくり企業物価高騰対策設備等改修支援事業」を活用し、溶接作業工程に高性能のレーザー溶接機及び協働ロボットやＡＩなどを

併せて導入し、生産の自動化を進めているだけでなく、半導体分野の受注拡大も目指している。

令和元年に宮崎県未来成長企業に選定されている。

県立産業技術専門校

県立産業技術専門校は、中核的技能者として将来の産業を担える能力を持った人材を育成することを目的に、平成１５年４月に開校した。

主に高校卒業者を対象に、木造建築科、構造物鉄工科、電気設備科、建築設備科の４科において、２年課程の職業訓練を実施している。（定員８０

名）

西都原ガイダンスセンター　このはな館

西都原ガイダンスセンター　このはな館は、西都市の観光案内や物産展示などを行う総合的な情報発信拠点として、平成15年に西都市が整備した施設

である。

令和６年度に施設の機能強化を図るため、大規模改修工事を行い、令和７年３月１日にリニューアルオープンした。

（一社）西都市観光協会が指定管理者として施設管理をしており、今後、新たな地域産品開発に向けたテストマーケティング等の実施を予定してい

る。

また、令和８年度には、西都市、宮崎市、新富町、高鍋町にて「日本遺産フェスティバルin宮崎 2026」（事務局：西都市）の開催が予定されてお

り、サテライト会場の１つになっている。

【県土整備部】

細島港

（16号岸壁の整備完了とRORO

船用19号岸壁の整備）

【昼食】 25分

【県土整備部】

二級河川

一ツ瀬川水系 一ツ瀬川

（広域河川改修事業により治水安全

度の向上を図る）

高速

80分

【商工観光労働部】

西都原ガイダンスセン

ターこのはな館

（令和７年３月にリニューアルオープ

ンした情報発信拠点施設）

【商工観光労働部】

県立産業技術専門校

（主に高校卒業者を対象とした２

年課程の職業訓練を実施）

【商工観光労働部】

株式会社昭和

（令和６年度「ものづくり企業物価高

騰対策設備等改修支援事業」を活用

し、業務の自動化を進める）

【昼食】

【県土整備部】

県営一ヶ岡団地

（設計・施工・入居者移転支援を民

間事業者が行うPFI手法を導入した

団地の再整備）

30分 45分

高速

80分

20分



令和７年５月２７日（火）～５月２８日（水）

１０：３０～１１：５０ １３：３０～１４：５０ １５：００～１５：３０

宮崎市錦町１番１０号 都城市梅北町（梅北IC近く） 都城市下水流町（王子橋）

都城市高城町桜木（都城IC近く）

１０：２０～１１：２０ １３：００～１４：００ １４：３０～１５：３０

都城市横市町９７６２番地１ 宮崎県宮崎市加江田７２７５－１ 宮崎市広島１丁目（ＨＡＲＯＷ高千穂通周辺）

こどものくに

(調査委員)

委員長　　　内田　理佐 委員　　　　　福田　新一

副委員長　　山口　俊樹 委員　　　　　坂本　康郎

委員　　　　丸山　裕次郎 委員　　　　　岩切　達哉

委員　　　　日高　博之 委員　　　　　脇谷　のりこ

※予定時刻は、交通事情、調査の進行状況等により前後することがあります。

令和７年度　商工建設常任委員会　県南調査

月日 出発地 行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　程 到着地

５

月

27

日

(火)

都城市泊
県議会

５

月

28

日

(水)

県議会

ホテル

調査先 調査先の概要

宮崎県事業承継・引継ぎ支援センター

宮崎県事業承継・引継ぎ支援センターは、平成27年度に宮崎商工会議所が国から委託を受けて、ＫＩＴＥＮビル７階に設置している。

（事業承継・引継ぎ支援センターは、国の事業により全国に設置されている。）

中小企業を対象に、事業承継ニーズの掘り起こしから実情に応じたマッチングまで、商工団体や金融機関等の関係団体と連携しながら支援を実施

している。

みやざき女性就業支援センター

シニア就業支援センター

みやざき女性就業支援センターとシニア就業支援センターは、県が設置した施設であり、県内で就業を希望する女性やシニア世代の方を対象に、

求職活動の相談、求人・求職マッチング、セミナー、就職面談会、職場見学会等を通じて、求職者の就職活動及び事業所の人材確保をサポートし

ている。

ヤングJOBサポートみやざき

ヤングJOBサポートみやざきは、県と国が共同で設置・運営する若者（概ね40歳未満）の就職支援施設である。

国の「宮崎わかもの応援ハローワーク宮崎駅前コーナー」が併設し、平成２６年９月１日にリニューアルオープンした。就職相談から職業紹介と

いったサービスを受けることができる。

宮崎ひなた暮らしＵＩＪターンセンターは、県と国が共同で設置・運営するＵＩＪターン就職希望者の就職支援施設である。

国の「宮崎わかもの応援ハローワーク宮崎駅前コーナー」が併設し、平成２６年９月１日にリニューアルオープンした。移住相談から就職相談と

いったサービスを受けることができる。

宮崎ひなた暮らしＵＩＪターンセンター

梅北インター工業団地は、都城市が都城志布志道路の梅北ＩＣ周辺に整備予定の工業団地で、令和８年度から分譲開始を予定している。

敷地面積は約5.1㏊、有効面積は約3.1㏊。

AOSHIMA　PICNIC　CLUB

宮崎交通(株)と(株)Libertyshipが、令和５年７月にスタートした「こどものくにビルドアッププロジェクト」により、令和５年夏から段階的に

「AOSHIMA PICNIC CLUB」の施設がオープンしている。

コーヒーショップやグリルガーデン、ベーカリーカフェ等がオープンする等、開発が進んでいる。

また、施設内を流れる知福川右岸において、令和６年３月に河川法による占用特例制度が認められたことから、同年７月にキャンプ施設がオープ

ンした。

高千穂通まちなかウォーカブル推進事業

高千穂通まちなかウォーカブル推進事業では、高千穂通りを「居心地が良く歩きたくなる」空間とすることを目的に、主に歩道空間の再整備を進

めている。

再整備後は、オープンカフェやベンチなどの設置に係る道路占用を柔軟に認める、「歩行者利便増進道路制度（通称：ほこみち制度）」を導入す

ることとしている。

梅北インター工業団地

都城インター工業団地

（桜木地区・高木北地区）

都城インター工業団地は都城市が整備（整備予定）の工業団地である。

　桜木地区：都城市が都城ＩＣから約１kmの位置に整備した工業団地。令和４年度に分譲開始後、事前に分譲が決定していた12社にて完売。

　　　　　　敷地面積約23.5㏊、有効面積約19.8㏊。

　高木北地区：都城市が都城ＩＣ周辺に整備予定の工業団地で、令和９年度から３区画に分けて順次分譲開始予定。

　　　　　　　敷地面積約26.0㏊、有効面積約19.1㏊。

主要地方道 高城山田線 王子橋
 県道高城山田線に架かる王子橋は、建設から60年以上が経過し老朽化していただけでなく、幅員も狭く歩道もなかったことから、交通物流ネット

ワークの充実、通学路の安全確保などを目的に新しい橋梁への架替工事を実施中である。

株式会社栗山ノーサン
株式会社栗山ノーサンは、令和５年宮崎中小企業大賞を受賞した企業である。

「畜産副生物」を活用した新商品の開発・販売を通して、SDGsの達成に寄与する活動にも取り組んでいる。

【商工観光労働部】

①宮崎県事業承継・引継ぎ支援センター

②みやざき女性/みやざきシニア

就業支援センター

③ヤングJOBサポートみやざき

④宮崎ひなた暮らしＵＩＪターンセンター

（事業承継のマッチングや就業相談から職業紹

介までのワンストップ窓口として機能）

【昼食】 10分

【県土整備部】

高千穂通

まちなかウォーカブル

推進事業

（「居心地が良く歩きたくなる」空間と

するため、主に歩道空間の再整備を

進める）

10分

【商工観光労働部】

AOSHIMA PICNIC
CLUB

（「こどものくにビルドアッププロ

ジェクト」による施設内の再開発）

【商工観光労働部】

株式会社栗山ノーサン

（R5宮崎中小企業大賞受賞

「畜産副生物」を活用した新商品

の開発・販売を通して、SDGsの達

成に寄与）

【県土整備部】

主要地方道高城山田線

王子橋

（交通物流ネットワークの充実、通学

路の安全確保などを目的とした橋梁

架替工事）

【昼食】

【商工観光労働部】

梅北インター工業団地

都城インター工業団地
（桜木地区・高木北地区）

（梅北IC、都城IC近くに整備済み及

び整備中の工業団地。梅北は令和

８年度、高木北地区は令和９年度か

ら順次分譲開始予定）

30分 10分

10分 30分

１３：３０～１３：５０ 梅北ＩＣ工業団地視察（説明のみ）

１３：５０～１４：０５ 都城工業団地へ移動（都城志布志道路経由）

１４：０５～１４：５０ 都城工業団地（桜木・高木北視察（説明、質疑応答）



（調査委員）

川添　博 野﨑　幸士

山下　博三 井本　英雄

二見　康之 前屋敷　恵美

※予定時刻は、交通事情、視察の進行状況等により多少前後することがあります。

令和７年度　環境農林水産常任委員会　県南調査

令和７年５月２０日（火）～２１日（水）

月日 出発地 行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　程 到着地

５

月

２１

日

(水)

県議会

ホテル

５

月

２０

日

(火)

小林市泊
県議会

調査先 調査先の概要

綾オーガニックスクール

有機農業での新規就農者を育成するための学校（令和５年６月開校）である。綾町やJA等で構成する綾町自然生態系農業推

進会議が設立母体となり、有機農業者４人で構成する法人（合)アヤオーガニックワークスが運営している。研修期間は２

年、入学者は、令和５年度(１期生)１名、令和６年度(２期生)３名、令和７年度(３期生)２名。

畑地帯総合整備事業

大河平地区は、年間を通した計画的な水利用ができず生産性の向上を阻害しているため、本事業により畑地かんがい、区画

整理、農道整備を行い、干ばつ防止や営農、担い手の育成を行うなど、農業経営の安定向上を図っている。今後、区画整

理、鳥獣侵入防止施設、畑地かんがいの順に整備を行っていく予定で令和９年度の完了を目指して事業実施中である。

水産試験場内水面支場
内水面の生物・環境保全や内水面養殖業の振興に資するための試験研究機関であり、チョウザメ養殖用種苗の全メス化に向

けた超メスの作出等に係る試験研究等を実施している。

災害関連緊急治山事業
令和５年８月の台風第６号による大雨により山腹崩壊が複数箇所（５箇所）発生し、人家１戸、町道６００ｍ、水道施設な

どが被災したことから、災害関連緊急治山事業にて山腹工事を実施中である。

有限会社　エムケイ商事

主食用米、飼料用米等水稲の生産及び集荷、露地野菜、養豚などを経営。飼料用米を給与して生産された豚はオリジナルブ

ランド「エムケイさんちのお米豚」として販売している。令和６年度、飼料用米保管倉庫を国庫補助事業で新たに整備し

た。

委 員 長 委　員

委　　員 委　員

委　　員 委　員

＜昼食＞

【農政水産部】

綾オーガニックス

クール

（有機農業で新規就農者を育成

する学校の取組）

会場：綾町有機農業開発セン

ター（綾町大字南俣1128）→アヤ

オーガニックワークス（綾町大

字北俣二本松2710）へ移動

＜昼食＞

11:40～12:20

11:30～12:2010:20～11:00

10:20～11:30

13:00～14:10

13:20～14:20

【農政水産部】

畑地帯総合整備事業

（畑地かんがい等を行い、農業

経営の安定向上を図る取組）

場所：えびの市大字大河平付近

15:00～16:00

【農政水産部】

有限会社 エムケイ商事

（オリジナルブランド豚について）

会場：Ｋプラス（都城市都北町5275-

1）→飼料用米貯蔵保管庫（都城市神之

山町4861-1）へ移動

【農政水産部】

水産試験場内水面支場

（チョウザメ養殖用種苗等につい

て）

会場：小林市南西方1091

【環境森林部】

災害関連緊急治山事業

（令和５年８月台風第６号で被災し

山腹工事実施）

場所：高原町大字広原6134-10→高原

町大字広原6134-16→高原町大字広原

5998-248



（調査委員）

川添　博 野﨑　幸士

山下　博三 井本　英雄

二見　康之 前屋敷　恵美

※予定時刻は、交通事情、視察の進行状況等により多少前後することがあります。

令和7年度　環境農林水産常任委員会　県北調査

令和7年５月２7日（火）～２８日（水）

月日 出発地 行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　程 到着地

５

月

２8

日

(水)

県議会

ホテル

５

月

２7

日

(火)

延岡市泊
県議会

ＪＡみやざき西都地区本部新規就農

者定着支援ハウス団地

令和５年度農山漁村振興交付金事業でＪＡみやざき西都地区本部が整備している。AP2号改良型ハウス4棟(23a×3棟､15a×

1棟)に、施設ピーマンの新規就農者７名(うち夫婦3組)が令和６年から経営を開始している。

株式会社ＳＥミート宮崎

令和６年２月に株式会社ＳＥミート宮崎が県内初のハラール認証に対応した食肉処理施設を整備（令和４～５年度食肉等流

通構造高度化・輸出拡大事業　事業費約３４億円、補助金約１２億５千万円）している。

１月２９日にカタールへの輸出が開始され、今後もハラール認証の準備が整い次第、ＵＡＥ、インドネシア等へ輸出が進

み、イスラム圏への県産牛肉の輸出拡大が期待される。

なお、令和９年度の輸出目標は９５㌧、輸出額は累計１７億円を見込んでいる。

調査先 調査先の概要

日向バイオマス発電所

本発電所は、日向市細島工業団地内に位置する木質バイオマス発電所（発電容量50MW）で、大阪ガス(株)、伊藤忠商事

(株)、東京センチュリー(株)および(株)東京エネシスにより設立され、2024年10月16日より商業運転を開始している。輸入

木質ペレット、輸入PKS（パーム椰子殻）、国産木質チップを使用燃料としている。

※会議室のスペースの都合上、当日の取材は御遠慮いただきますようお願いします。

北浦荷さばき所 令和６年度に県が建設した県内初の県営の衛生管理型荷捌所であり、令和７年３月に完成した。

アスリートタウン延岡アリーナ

令和９年に開催予定の「日本のひなた宮崎国スポ・障スポ」に向けて整備を進めており、令和５年８月にサブアリーナ部分

の供用を開始。メインアリーナは令和７年度中の完成を目指している。なお、メインアリーナ・サブアリーナを合わせて約

950㎥の県産材を使用することとしている。

株式会社宮崎ＦＣＰ
令和４年度宮崎県合板・製材・集成材国際競争力強化・輸出促進対策事業を活用して木質バイオマス供給施設を整備し、令

和７年３月に完成した施設である。

委 員 長 委　員

委　　員 委　員

委　　員 委　員

＜昼食＞

＜昼食＞

13:10～13:40

11:50～12:4010:30～11:30

12:10～13:00

14:10～15:10

14:10～15:10

【環境森林部】

アスリートタウン

延岡アリーナ

（約950㎥の県産材使用）

会場：延岡市大貫町１丁目

2894

【農政水産部】

ＪＡみやざき西都地

区本部

（新規就農者定着支援ハウス

団地）

場所：西都市調殿662-3

【農政水産部】

北浦荷さばき所

（県内初の県営衛生管理型荷さ

ばき施設）

場所：延岡市北浦町市振889
0303

【環境森林部】

日向バイオマス発電

所

（木質バイオマス専燃発電所）

会場：日向市大字日知屋字玉田

16454-14

※取材は御控えください。

10:20～11:20

【農政水産部】

株式会社ＳＥミート

宮崎

（県内初のハラール認証に対応

した食肉処理施設）

会場：西都市岡富1500

【環境森林部】

株式会社宮崎ＦＣＰ

（木質バイオマス供給施設整備）

会場：川南町大字川南26007-3

13:00～14:00



（調査委員）
委 員  中野 一則 委 員 工藤 隆久
委 員  安田 厚生

委  員  坂口 博美 委 員  本田 利弘

※予定時刻は、交通事情、視察の進行状況等により多少前後することがあります。

山之口陸上競技場
(クロキリスタジアム)

令和９年に本県で開催する「日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ」の開・閉会式及び陸上競技の会場として整備した施設であ
る。
県西地域における｢スポーツランドみやざき｣の新たな拠点として、各種大会やスポーツキャンプ等に活用するとともに、ス
ポーツの振興や健康増進のために利用を進めている。

都城市立東小学校
令和６年度より、帰国・外国人児童生徒等日本語指導に係る児童生徒支援拠点校となっている。拠点校日本語指導支援教員が
配置され、令和６年度は校内４名の児童に対し日本語指導を実施している。

交通機動隊
県民に見える交通事故抑止活動(事故多発地点対策等)や交通違反指導取締り(悪質性・危険性・迷惑性) 、暴走族取締り 等を
行っている。

調査先 調査先の概要

酒谷発電所
（水力発電）

日南ダム（治水ダム）直下にあるダム式発電所で、平成26年７月に工事着手し、平成28年10月から運転を開始している。
ダムから放流している未利用の水を有効活用して発電を行っており、治水ダムを利用した県内初めての発電所である。

都城泉ヶ丘高等学校附属中学校

令和６年度よりＳＳＨ（スーパーサイエンスハイスクール）指定校になっており、中高一貫校の特色を生かして全校体制で科
学技術人材の育成に取り組んでいる。
令和６年度の科学の甲子園ジュニア大会において、出場チームは、県１位、３位の成績を残し、全国大会では、全国６位の成
績をおさめている。

ホテル

５
月

２０
日

(火)

都城市泊
県議会

令和７年度 文教警察企業常任委員会 県南調査
令和７年５月２０日（火）～２１日（水）

月日 出発地 行                          程 到着地

委  員  長 荒神 稔
副委員長  永山 敏郎

穆佐駐在所 旧駐在所の老朽化と平成１７年の台風災害で床上浸水被害を受けたこともあり、令和６年２月に高台への新築移転した。

５
月

２１
日

(水)

県議会

＜昼食＞

～

【企業局】

酒谷発電所
（治水ダムを利用した県内初め
ての発電所）

会場：新富町大字新田２５９
１

会場：日南市酒谷甲

＜昼食＞

【警察本部】

穆佐駐在所
（平成１７年の台風災害で床
上浸水被害を受けたこともあ
り、令和６年２月に高台への
新築移転）

会場：宮崎市高岡町下倉永１
４８９番地１

【教育委員会】

都城市立東小学校
（令和６年度より、帰国・
外国人児童生徒等日本語指
導に係る児童生徒支援拠点
校）

会場：都城市上東町 街区
号

～

～～

～

～

～

【教育委員会】
都城泉ヶ丘高等学校
附属中学校
（スーパーサイエンスハイス
クール指定校。全校体制で科学
技術人材の育成に取り組んでい
る）

会場：都城市妻ヶ丘町 街区
号

【教育委員会】
山之口陸上競技場
クロキリスタジアム

（本県の競技力向上や県民・市
民スポーツの普及振興の拠点施
設）

会場：都城市山之口町花木
番地

～

【警察本部】
交通機動隊
（交通機動隊の概要等を説明
後、隊内の視察）

会場：宮崎市阿波岐原前浜４
２７６番地５

宮崎市港東２丁目 緑地公
園駐車場へ移動



（調査委員）
委 員  中野 一則 委 員 工藤 隆久
委 員  安田 厚生

委  員  坂口 博美 委 員  本田 利弘

※予定時刻は、交通事情、視察の進行状況等により多少前後することがあります。

令和7年度 文教警察企業常任委員会 県北調査
令和7年５月２7日（火）～２8日（水）

月日 出発地 行                          程 到着地

５
月
２8
日

(水)

県議会
ホテル

５
月
２7
日

(火)

延岡市泊
県議会

明星視覚支援学校
創立１１４年目を迎える県内唯一の視覚支援学校。視覚障がいの状態に応じ、一人一人に応じたICT機器を活用した学びや、
「あん摩・マッサージ・指圧師」、「はり師」、「きゅう師」を養成する職業教育を行っている。
職業教育を行う専攻科には、中途視覚障がいの成人の方も在籍している。

調査先 調査先の概要

門川高等学校

文科省も取組を推進しているＳＰＳ（※）について、令和２年度に門川中とともに九州で初めて認証を受けた。
特に、門川高校では、「災害安全」に重点を置いた取組を推進しており、学校の安全はもとより地域に果たす役割等について
地域の方々と協議したり、小中学生や地域の方々との合同避難訓練、高校生が小学生と一緒に防災学習など地域との協働的な
活動を実践している。
※ＳＰＳ（セーフティプロモーションスクール）とは、学校が地域と協力して行う包括的な安全推進を目的として構築された
取組

委  員  長 荒神 稔
副委員長  永山 敏郎

島浦駐在所 
県内唯一の離島駐在所であり、駐在員が島民の理解と協力を得ながら、 島内の治安維持に務めている。老朽化のため令和２年
に施設内のリフォームを行っている。

大日止昴小水力発電所
（水力発電）

企業局による市町村への小水力発電導入支援実施地点の一つ。平成24年度に日之影町の依頼により、同町内大人（おおひと）
地点の可能性調査を実施した。その後、調査結果に基づき、大人用水組合が、管理する農業用水路を利用して建設し、平成29
年11月から発電を開始した。
売電収入は、地区内の環境整備費や伝統芸能の活動費などに充てられ、地域活性化に貢献している。

＜昼食＞

～

【企業局】

大日止昴小水力発電所
（水力発電）
（企業局による市町村への小水力発電
導入支援実施地点の一つ）

会場：日之影町岩井川池の元

【教育委員会】

明星視覚支援学校
（創立１１４年目を迎える県内唯一の視覚支援学
校）

会場：宮崎市大字島之内 番地

＜昼食＞

【教育委員会】

門川高等学校
（学校が地域と協力して行う包括
的な安全推進を目的として構築さ
れた取組）

会場：門川町門川尾末

～

～～

～
～

【警察本部】

島浦駐在所
（県内唯一の離島駐在所であり、駐在員が島民の理解と
協力を得ながら、島内の治安維持に務めている。）

会場：延岡市島浦町


